
 青 森 県 五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 紹 介  
 
○ 事 業 の 主 旨  
 
 五 所 川 原 市 は 、 青 森 県 西 部 の 津 軽 半 島 の 付 け 根

の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 津 軽 西 北 五 地 域 広 域 圏 の 中

心 と し て 地 域 振 興 の 推 進 の 拠 点 と な っ て い る 。  
 漆 川 工 業 団 地 は 、 昭 和 ５ ９ 年 ２ 月 に 県 計 画 の 農

耕 団 地 と し て 整 備 さ れ 、 企 業 誘 致 を 積 極 的 に 進 め

て き た 結 果 、 I C ・ L S I の 製 造 工 場 で あ る （ 株 ） ル

ネ サ ス 北 日 本 セ ミ コ ン ダ ク タ 津 軽 工 場 の 前 進 で あ

る 日 立 東 部 セ ミ コ ン ダ ク （ 株 ） の 立 地 が 決 定 し 、

６ ０ 年 ４ 月 第 １ 期 工 場 が 完 成 し た こ と に よ り 、 同

工 場 の 拡 張 を 推 進 し 、 関 連 企 業 の 集 積 を 図 り 地 域

の 振 興 に 資 す る 目 的 で 実 施 さ れ た も の で あ る 。  
 
 
○ 事 業 の 経 緯  
 
五 所 川 原 市 工 業 用 水 道 事 業 は 、 漆 川 工 業 団 地 に

工 業 用 水 を 供 給 す る こ と を 目 的 に 、 昭 和 ６ １ 年 度

か ら 平 成 ２ 年 度 ま で の ５ か 年 で 、 地 下 水 を 水 源 と

し て １ ０ , ０ ０ ０ ㎥ ／ 日 の 取 水 （ 供 給 量 ９ , ３ ０ ０

㎥ ／ 日 ） す る 計 画 で 進 め ら れ 平 成 元 年 ４ 月 に 一 部

給 水 を 開 始 し た 。  
 そ の 後 、 地 域 農 業 者 か ら 農 業 用 井 戸 の 取 水 量 が  
減 少 し て い る と の 苦 情 が 出 た こ と か ら 、 深 井 戸 ５

本 を 掘 削 し た 段 階 で 中 止 し て い る 状 況 で あ る 。    

こ の 結 果 を 受 け 平 成 ２ 年 度 に お い て 、 通 産 省 産 業

局 と 今 後 の 対 応 に つ い て 協 議 し こ れ 以 上 の 井 戸 掘

削 が 困 難 な こ と か ら 断 念 し 、 地 域 農 業 者 対 策 と し

て 水 位 の 下 が っ た 農 業 用 井 戸 に 対 し て 調 査 し 、 揚

水 能 力 の 改 善 を 図 る な ど の 対 策 を 講 じ て き ま し た

が 新 規 の 工 業 用 水 道 事 業 の た め の 井 戸 の 掘 削 が 出

来 な い ま ま 現 在 に 至 っ て い る 。  
 
 
○ 給 水 系 統 図 を 含 む 給 水 区 域 図  
 
 



○ ユ ー ザ ー の 概 要  
（ 平 成 １ ７ 年 ３ 月 末 現 在 ）  
 

業 種  給 水 件 数  基 本 水 量 （ ㎥ ／ 日 ） 
半 導 体     １  6 , 9 0 0  
 ガ ス     １ 5 0  
 計       ２  6 , 9 5 0  

 
○  工 業 用 水 道 施 設 の 概 要  
 
 工 業 用 水 道 の 水 源 は 深 井 戸 （ ５ 井 ） で あ り 、 Φ

２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ㎜ の 導 水 管 に て 工 業 用 水 セ ン タ ー

へ 導 水 し 、 場 内 で は 浄 水 施 設 ・ 配 水 施 設 が 整 備 さ

れ 、 配 水 管 は Φ ３ ５ ０ ～ ４ ５ ０ ㎜ 延 長 ７ ． ２ K ｍ
で 漆 川 工 業 団 地 へ 給 水 し て い る 。  




